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1.「 きれ い」 とい う感 覚 につ い て

国立民族学博物館　研究戦略センター長　教授

　　　　　　　　　森 　明子

1.は じ め に

　 ヨーロッパの生活文化について調べていると,日 本

のよごれに対する対応の仕方が,ヨ ーロッパと相当に

異 なることを発見 して驚 くことがある。いろいろと比

べてみるうちに,洗 濯,入 浴や台所仕事,掃 除の仕方

など,日 常のさまざまな行為を貫いて共通するものが

あることに気がついた。ここで関心をよせているのは,

知識の問題ではない。私たちが よごれをどのように取

り除こうとするか,ど のようであったらきれいだと感

じるかという,意 識下にある身体感覚 とでもいうべ き

ものである。

　 日本のよごれに対する対応では,水 で流すことがた

いへん重要である。それに対 してヨーロッパでは,力

を加 えてよごれを擦 り落とすことが重要で,擦 り落 と

したよごれを受けとめるために溜めた水 を利用する。

　私たちが流れる水 を好むことは,ケ ガレをはらうミ

ソギにも通 じる。「水に流す」 という言い回しがある

ように,私 たちは水で流すことによって,よ ごれをは

らい,も との状態に戻 ることを期待する。流れる水そ

のものに,清 浄にする力が備わつていると考えている

ようでもあり,身 体感覚であるともいえる。一方,ヨ

ーロッパの洗濯や清掃 は,よ ごれを封 じ込め制圧 しよ

うとする知恵 と技の蓄積であ り,そ れは 「衛生」 とい

う考え方 にもつながってい くものだと思 う。「清浄」

と 「衛生」は,と もによごれに対比される語であるが,

そのよごれに対する姿勢はまった く異なる。

　日本人が,よ ごれをどのようにとらえ,そ れに対処

しているのか,ヨ ーロッパの人たちが,よ ごれを擦 り

落とし,制 圧 していく技 と比較 しなが ら,あ らためて

考えなお してみよう。

2.洗 濯

　洗濯水の温度 と,洗 濯 をする頻度,洗 濯後の仕上げ

にヨーロッパ と日本の洗濯の違いが表れる。順にみて

い　つ。

2.1　 洗濯水の温度

　 ヨーロッパの人々は,洗 濯には必ず温水を使 う。そ

れは,19世 紀の洗濯でもそうであった し,洗 濯機を

使 う現代の洗濯で も同様である。洗濯機には,温 度設

定ダイヤルがついていて,30度 から90度 のあいだの

数段 階の設定か ら選ぶ ことがで きる。綿や麻には90

度,ウ ールや化繊にはぬるめを選ぶ。温度を決定する

のは繊維の材質であって,繊 維がゆるす限りできるだ

け高い温度を選ぼうとする。日本のように,よ ごれの

種類によって洗濯を別にすることはない。 日本では,

よごれの種類を考慮 して,下着 と上着を区別 して洗 う。

女子高校生が,自 分の衣類 をおとうさんの下着と一緒

に洗わないとい うのも,こ の延長上に位置する感覚と

いえるだろう。私の知る限 りで,ヨ ーロッパでは,そ
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ういう意識はないようだ。よごれの種類で区別 しない

のか と聞いたことがあるが,「 洗って きれいになるの

だから,何 と洗っても一緒だ」 という答えが返って き

た。「洗つてきれいになる」 と言い切れるのは,「 きた

ないものは高い温度で完膚 なきまでに退治される」 と

いう確信があるか らだ。洗濯水の温度は,ヨ ーロッパ

の洗濯で,重 要な要素である。もっとも,近 年では,

省エネルギーの思想が洗濯にも及んできて,「 さほど

高温にしなくてもきたないものは退治されるから,エ

ネルギーを節約するべ きである」 という考えがひろま

り,高 温と中温による菌の死滅を比較 した実験結果も

添えられている。それでも,ぬ るい湯ではよごれが落

ちた気がしない,と 高温で洗濯することを好む人は少

なくない。

前は,洗 濯はたいてい月曜日におこなうもので,そ れ

は女性奉公人の仕事だったという。洗濯はきつい労働

で,上等な仕事 とはみなされていなかったか らである。

そのかわ りに主婦は,料理や子供の世話をしたという。

チロル地方の洗濯小屋(左)。 その右に隣接するさらに小

さい建物がパン焼 き窯で,左 は菜園。少 し離れて母屋が

見える(オ ース トリア)。 【森明子撮影】

システムキ ッチンに組み込 まれた洗濯機。複雑 な温度調

節ダイヤルがついている(ド イツ)。 【森明子撮影】

洗濯窯。いまは屠殺 した豚の内臓 を煮るのに使 っている

(オース トリア)。 【森明子撮影】

2.2　 洗濯の頻度

　洗濯を温水で行うなら,湯 を沸かしなが ら洗 うこと

になる。 したがって,た とえ洗濯機を使 うとしても,

洗いあがるまでにかかる時間はかな り長い。このよう

な洗濯に馴れていない私のような者には 「たかが洗濯

のためにどれだけの時間を」 という気持ちが起こるの

であるが,ヨ ーロッパの人々にこの発想 はない。 ヨー

ロッパでは,洗 濯はほんらい大仕事なのである。

　洗濯機のない時代,人 々は,湯 をわか しなが ら洗濯

していた。別棟につ くられた洗濯小屋か,住 居の地下

室に洗濯専用の空間があ り,そ こには洗濯窯が据えて

あった。洗濯窯には,煙 突がついていて,下 から火をく

べて焚 くようにできている。 リネンのごわごわとした

生地でつ くってあったシャッやシーッは,何 度も熱い

湯の中で洗うことによって,肌 に馴染むようになった。

　私がオース トリアの村の人に聞いたところでは,以

　月曜 日に洗濯 をすることは,生 活のリズムのなかに

位置づけられていた。日曜日は安息 日であ り,身 体を

洗い,1週 間身に着けていた服を着替えて,教 会に行

った。入浴することが少なかった時代,衣 類が身体の

よごれを受けとめていた。その家族の衣類 を月曜 日に

洗つたのである。繊維深 くにはいりこんだ頑固なよご

れは,日 曜 日の夜から灰 をとか した水につけてお くこ

とで,浮 き出 しやすいようにした。月曜 日は早朝から,

洗濯窯に火をくべてこれを洗った。

　 ドイツ語の 「洗 う」waschenと い う語は,熱 い湯

を使いなが ら,叩 いたり擦 った りして繊維のよごれを

落とす行為を意味する。時間をかけて洗 うことによっ

て,よ ごれはゆっくりと温水 に浸み出してくる。繊維

の表面に浮き出したよごれを流 し去る行為を 「濯 ぐ」
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spUlenと いって,こ れには温水 を使わない。ふたっ

の行為は連続 しているが,温 水 と冷水の違いがあり,

空間的な移動もともなうので,は っきりと区別される。

洗濯は火を焚 くことのできる専用の屋内空間で行い,

その後,濡 れた洗濯物をもつて小川まで移動 し,川 の

流れで濯いだ。川で洗濯物 を濯 ぐ光景は,日 本でもお

なじみである。「お しん」 にそのシー ンはあった し,

むかしばなしの 「桃太郎」でも,お ばあさんは川に洗

濯にいく。しか し,ヨ ーロッパの人にとって,そ れは

洗濯ではな くて,濯 ぎの光景である。濯 ぎも重労働だ

ったが,そ れよりも洗濯のほうが,は るかにたいへん

だったと聞いた。

乾 くまでに,最 低で も2,3日 必 要であ り,そ ののち

にアイロ ンかけがあ った。

2.3　 洗 濯の仕上 げ

　 ヨーロ ッパの人 々は,ア イロ ンをたいへ ん重 視す る。

それは,洗 濯の最後の行程 で,こ れ によって洗濯 は完

了す る。 日本で もアイロ ンを使 うが,ヨ ー ロ ッパ のほ

うが重要 な位 置づ けをされ ている ように見 える。既述

の よ うに,ヨ ー ロッパの衣生活 は,リ ネンを多 く使 っ

ていた。 その強情 な繊維 は,ア イ ロンをか けるこ とに

よって,や っ ときちん とま とまった。数 日か けてゆっ

くり乾 いた リネ ンは,ア イロ ンとい う熱 を与 えるこ と

によって,美 し く仕上げ られ た。

　仮 に,洗 濯 の美学 とい うこ とばがあ ると した ら,ア

イロ ンかけは,ヨ ー ロ ッパ の洗濯 のひ とつの美学 とい

えるだろ う。 アイ ロンをか ける前 は,人 の思 いにまか

せ ない繊維 が,見 違 えるように まっす ぐにの び,折 り

目をつ けて,同 じ大 きさにたた まれてい く。 どの家庭

で も,衣 装棚 をあけ ると,角 を揃 えて下か ら上へ まっ

す ぐに積 み上 げ られ た リネ ン類 が 目に飛 び込 んで く

る。そ れはま さに,秩 序の なす美 である。

濯ぎ小屋。かつて村の女たちは,洗 濯の終わった衣類 を

ここで濯いだ(フ ランス)。 【森明子提供】

　洗濯物は,生 垣や草地の上にも広げて干 した。それ

は洗濯干 し専用の,き れいな草地だった。脱水機がな

い時代,リ ネンが乾 くまでに,二 日くらいかかること

もめず らしくなかつた。洗濯物を,夜 間も干 したまま

に してお くことは,日 本ではだらしないこととして戒

められるが,私 の経験 したところでは,ヨ ーロッパで

そういう意識は少ないようだ。干 した後は,か ならず

アイロンをかけた。

　都市の場合,洗 濯室はたいてい集合住宅の地下にあ

り,湯 を沸かす窯や,濯 ぎに使 う流 しなどが備わって

いて,全 住人が利用 した。ひとつの家庭の洗濯で洗濯

室を一 日あるいは半日専有することになったか ら,誰

がいつ洗濯室を利用できるか ということが,あ らか じ

めとりきめ られていた。つまり,洗 濯は思いたったと

きにするものではな く,あ らか じめ計画をたて,準 備

を整えてするものだった。洗濯物を干すのは,集 合住

宅最上階の屋根裏空間がふつうだった。その空間でも,

誰がいつどこを使 うか,と りきめがあった。洗濯物が

衣装棚。アイロンかけがなす秩序の美である(オ ース ト

リア)。 【森明子撮影】

　 ところで,現 在は薄い繊維を使 うから,ア イロンか

けも楽になったが,か つてリネンのしわをのばすには,

マンゲルという器具を使った。ローラーの原理を利用

して繊維の しわを伸ばす装置である。木のロールに衣

類 を巻きつけて,上 から強い圧力をかけながらロール

を転が し,し わを伸ばす。家庭用のものもあったが,

大がか りな装置をもった店に行って,使 用料 を払って

使った という。 このようなマ ンゲルを使うためには,

あらかじめ予約 しておく必要があつた。
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マンゲル。木製の台にはさまれたロールが左右 に回転す

るうちに繊維の皺 を伸ば した(ド イツ)。 【森明子撮影】

　予洗いか らアイロンかけまで,洗 濯の全行程は4～

5日 にわた り,計 画的に行われた。手間暇 をかける重

労働だったから,頻 繁にすることはできなかった。ま

た,い ちどにする量も,か ける労力 と時間に見合 うも

のでなければならなかった。それゆえ洗濯の頻度は,

せいぜい週に一度で,シ ーツなど大 きな洗濯はそれよ

りさらに少ない頻度で行なった。

　 日本の洗濯は,こ れ とはまった く異なる。賢い主婦

の洗濯は,風 呂の残 り湯などを使 って,こ まめに行 う

べ きものである。平岩弓枝の短編 は,こ のような私た

ちの意識をた くみに表現 している。

木から木へ,庭 のたたず まいをぶちこわしに張 りめ

ぐらされたビニールの綱に,よ くもまあこれだけため

られたと思われるほどの洗濯物が,と ころせ ましとぶ

ら下がって雨を浴びている(平 岩弓枝 「意地悪」より)。

　洗濯をしたのは嫁で,こ の光景を見ている姑は 「何

日洗濯をしなかったかが一目瞭然」 と,嫁 の洗濯に舌

打ちをする。私たち日本人にとって,洗 濯は毎日する

のがふつうなのである。

　 ヨーロッパで生活 しているとき,私 が一度にする洗

濯物の量は,他 の人の十分の一 くらいだつた。洗濯機

を使うとなると,馬 鹿げているだろうかという気持ち

も起こる。「もったいないか ら,も つと洗濯物を溜め

てか ら洗え」 と,知 り合いに言われたが,脱 いだ もの

を何 日もおいてお くことのほうが,私 には苦痛だった。

もともと,た いしてよごれているわけではない,一 度

水をくぐらせて,汗 と埃を落 とし,さ っぱ りさせたい

というのが,私 の洗濯の 目的だった。

　軽いよごれであっても繊維の上にそれを長い間放置

してお くことを不潔と感 じ,頻 繁に洗濯する。こうい
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う洗濯は,行 程が少なく,全 体が短時問で済むもので

こそ可能である。その場合のよごれは,叩 いたり擦つ

たりしな くても,流 しただけです ぐに落ちる程度のも

のである。

3.入 浴と台所仕事

　 ヨーロッパと日本では,洗 濯 に想定されているよご

れの程度や質に違いがあった。それは身体の洗い方と

も関連がある。まず,頻 度が違った。ヨーロッパで身

体を洗うのは一週間に一・度,多 くは土曜日の夜だった。

それ以外の 日は,首 のまわ りや腕などを,洗 面器で洗

う程度だった という。身体 を洗うかわりに,衣 類が身

体のよごれを受けとめていたのであり,い ったん受け

とめたよごれを落 とすのが洗濯だった。

　現代で も,ヨ ーロッパの人がバスにつかることはそ

れほど多い とはいえない。そのかわ り彼らは,シ ャワー

を頻繁に浴びる。ただし,ヨ ーロッパの人のシャワー

は,出勤前や外出前に,身だしなみを整えるために使 う

もので,日 本人が一日の終わりに入浴するのとは意味

合いがかなり異なる。そのシャワーにしても,一 般の

家庭に普及 したのは,そ れほど古いことではなかった。

　富裕な家は別 として,一 般の家庭には浴室というも

のがなかった。日本の家庭でも風呂のない家はいくら

もあったが,日 本では銭湯に行って入浴することが通

常であった。では,銭 湯のないヨーロッパでは,ど の

ように身体を洗 っていたのだろう。

　大 きな盥を台所や寝室の床において湯を入れ,そ の

中に身体 を浸 した。どの家庭 も,身 体を洗う専用の盥

をもっていた。湯の中で石鹸を使い,身 体のよごれを

湯に溶かし出す。台所や寝室の床の上で水を流す こと

はできないから,洗 い場はもちろんない。湯によごれ

を溶かし出したのちは,身 体についた泡や石鹸水 をバ

スタオルで拭きとることで,入 浴は終わつた。フラン

スのエ ドガー ・ドガは,こ のように盥で入浴する女性

の姿をいくつも描いている。

　現在のヨーロッパ式のバスが,泡 を立てて湯の中に

よごれを溶か し出すスタイルであるのは,こ のような

浴室以前の盥 の系譜をひ くゆえであろうと私は思 う。

現在は,バ スタブの湯を抜いてシャワーを使 うことが

できるが,バ スタブの外で身体を洗い流すスペースは

用意されていない。

　 日本人の入浴では,よ ごれを落 とすために浴槽を使

うことはない。 よごれは,洗 い場で湯を流 して落 とす
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のである。風呂にはいるのは,湯 につかるのが好 きだ

からで,ヨ ーロッパの人がよごれを落とすために湯に

つかるのとは,目 的が違う。

　 よごれを落 とすための,こ のような水の使い方の違

いは,台 所仕事でも同様に見 られる。食器を洗うとき

に,ヨ ーロッパでは熱い湯に洗剤を入れて洗剤液をつ

くる。そのなかに肉料理がのつていた皿やナイフやフ

オーク,デ ザー トの果物皿,コ ーヒーカップ等々,す

べての食器を入れる。泡のなかでひとつずつ擦 り,洗

剤液か らひきあげて,流 し台の上にお く。食器は泡だ

らけで,そ の泡 と水分を乾いた布で拭 きとり,そ のま

ま食器棚に収める。私たちの感覚からすれば,食 器の

表面にはまだ洗剤が残 っているはずで,水 を流す行程

が必要なのであるが,ヨ ーロッパの人は,布 でふ きと

ることで済ましてしまう。これは,バ スタブか らあが

った身体をバスタオルで拭いて済ませる入浴の仕方 と

通じるものである。別のボールにきれいな湯をいれて,

いちど食器をくぐらせる人もいるが,年 長世代の多 く

は,そ んなことをす る必要はないと考えている。

　泡が残っていることを意に介さないこと以外に特徴

的なのは,肉 の脂肪がついた皿 とコーヒーカップを,

同時にひとつの洗剤液につけることである。日本人で

あれば,洗 剤水に入れるとしても,よ ごれの種類に応

じて,入 れる食器の順番を考 えるだろう。果物皿や,

コーヒーカップをまず洗い,脂 肪がついているものは

最後にする。なぜなら,脂 肪をたっぷ り溶か しこんで

いる洗剤液にコーヒーカップや果物皿を入れると,逆

によごれがつ くような気持がするか らである。一方で,

ヨーロッパの人が必ず熱い湯を使 うのに対して,日 本

人は必ず しも湯を使わなければならないとは考えない。

　 ヨーロッパの洗濯や入浴,食 器の洗い方には,共 通

する特徴がある。湯 を使 うこと,溜 めた湯のなかによ

ごれを溶か し出す こと,よ ごれの種類による区別をし

ないこと,洗 つたのちに石鹸分を水で流すことは不要

なこと,な どである。ここか ら,ヨ ーロッパの人々が,

洗剤 を溶か した湯に対 して,相 当の信頼をおいている

ことが読み とれる。 目の前の洗剤液の中で,よ ごれは

制圧 されているのだ。これに対 して,私 たちは流れる

水で洗い流 したい と思 う。よごれを受け止めた水は,

そこに留まっていてはいけない。私たちにとって,よ

ごれは制圧されるのではなくて,水 の勢いに乗って ど

こかに去つていくもの,目 の前か ら消えてな くなるべ

きものなのである。

4.掃 除

　 さて,掃 除についてもヨーロッパと日本では違って

いて,よ ごれに対する姿勢の違いを表わしている。ま

ず,私 たちになじみの深い日本の掃除についてとりあ

げよう。

　掃除 という日本語は,「掃 き,除 く」 という二つの

動詞から成つている。除かれるのは埃や小 さなゴミの

類で,ハ タキ,箒,雑 巾,バ ケツを使つて行なう。近

年の掃除では,ハ タキを使 うことが少な くなったが,

ハ タキは住 まいの清潔のために重要な役割を果たして

いる。その役割とは埃を取 り除 くことである。箒は床

面の埃 を掃 き寄せるために用いる。では,雑 巾はどう

だろう。私たちの掃除では,雑 巾は固 く絞ることが好

まれる。この雑巾は,箒 だけでは取 り除 くことができ

なかった埃 を,一 時的に固定するものである。固定さ

れた埃は,バ ケツの水にす ぐに放され,そ の水 も10

分するかしないうちに庭に撒かれる。雑巾もまた埃 を

取 り除 く行為の一部であ り,し たがって 「掃除」 を構

成するのである。

　 このような掃除を専門にする女性を,日 本語で掃除

婦 という。 ドイツ語でそれにあたることばは,プ ッツ

フラウPutsfrauで,そ れは 「擦 る(磨 く)」を意味す

る動詞プ ッツェンputzenと,「 女性」 を意味する名

詞 フラウFrauの 合成語である。「擦 る(磨 く)」 と

「掃 き,除 く」では,ず いぶんとそのイメージが異 な

るが,こ の違いは,日 本 とドイツの掃除の仕方そのも

のにあてはまる。

　 ヨーロッパの掃除では,「擦る(磨 く)」過程 を欠 く

ことができない。「ブラシで擦る」行為 と「磨いてつや

を出す」行為が含まれている。ワックスをかけるのも

その一例である。ワックスというような油分 を与 える

掃除は,ほ んらい日本の一般家庭の掃除にはなかった。

　 日本 とヨーロッパでは,雑 巾の使い方が全 く異なる。

日本では水 に浸 して使 うが,ヨ ーロッパで掃除に使 う

布は乾いていて,つ ねに若干の油分を帯びている。こ

の油分が,汚 れを封 じ込めると同時に,つ やをだすは

たらきもする。この乾いた雑巾は,い ちどの使用で洗

うことはない。数 日間使った後に,煮 沸に近い温度で

十分時間をかけて洗 うのである。ヨーロッパのプッツ

フラウの姿は,た とえば映画 「マイフェアレデイ」の

女中さんたちが,白 い布を手に持ちなが ら,階 段で合

唱 している姿を思い出していただければいい。彼女た

ちは,つ ねに家のそこらじゅうを磨いているのである。
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1.「 きれ い」 とい う感 覚 につ い て

5.よ これに対する感覚と衛生の考え方

　掃除にあ らわれるよごれに対する態度の違いは,気

候,食 べ物,家 屋構造,労 働など生活のあらゆる側面

が複合 し,歴 史とともに形成 されてきた ものである。

た とえば,オ ース トリアの食べ物についてみると,

人々は伝統的に油脂 を多 く摂取する。貧 しい生活をし

ていたかつての農村の人々は,じ つは私たちが思って

いるほど肉を食べていたわけではなくて,雑 穀の粥を

多 く食べていた。ただ し,彼 らは,そ の雑穀の粥のう

えに熱 く熱 したラー ドをたっぷ りかけることを,こ の

うえなくおいしい食べ方だ と思っている。豚を一頭屠

れば,肉 とともにかなりの量の脂身もあ り,そ れはラ

ー ドとして加工 される。ラー ドは,調 味料であり,保

存食であり,重 要な熱量源 として,食 事の味の基幹を

形成 して きた。頻繁 にラー ドを使 う食生活 において,

油脂は身近である。 よごれた油はブラシを使つた り,

煮沸 したりしなければ取 り除けない。一方で,油 をす

べて取 り除 くことは不可能であるし,その必要もない。

油よごれをとるには,油 をもってするのが,も っとも

よい方法である。「擦 る(磨 く)」というのはこのこと

で,ヨ ーロッパの掃除の基本 をなすのである。

　 ところで,ヨ ーロッパの人々が,油 脂 とこのように

親 しくつきあえるのは,乾 燥 した気候のおかげでもあ

る。 日本のように湿度が高ければ,ラ ー ドの保存は難

しい。日本人は,ラ ー ドのかわ りに,ヨ ーロッパの内

陸の人には手の届かない,米 や魚を食べている。湿度

の高い日本では毎 日入浴 した くなるし,毎 日身体 を洗

つていれば,洗 濯 も簡単に済ませることができる。油

脂をほとんどとらない日本の食事では,水 で流す程度

で食器もきれいになるが,ラ ー ドを多 く含む食事であ

れば,熱 い湯を使わなければ,食 器はいつまでもべ と

ついているだろう。

　繊維についてみると,日 本のやわらかな綿繊維は,

こまめに水ですす ぐ生活の中で日常着 として定着 して

きた。これをヨーロッパ式で洗濯 しようものなら,ひ

とたまりもない。 日本で買ったシャツは,す ぐにだめ

になる,と 知 り合いの ドイツ人は言うが,そ れは洗濯

の仕方が悪いのだと私は言い返すことにしている。一

方,ヨ ーロッパで古 くから使われてきたリネンは,水

洗いで歯の立つ ような代物ではない。高温の湯の中で

叩き,さ らにアイロンをかける,と いう繊維をいため

つけるような過程 を何度もくぐるうちに,な じんでく

るのである。

　 日本人の食生活は変化 し,油 の摂取量は確実に多 く

なつている。食生活だけでな く,生 活のあらゆる面で,

ヨーロッパ生 まれの道具や考え方,ラ イフスタイルが

日本人の生活の奥深 くに浸透 してきている。それで も,

日常の中に埋没 している毎 日の家事が,日 本 とヨーロ

ッパで,な おこのように違っているというのはたいへ

ん興味深いと思 う。

　 日本のよごれに対する対応の仕方は,衛 生 というよ

り清浄 という感覚に近い。それに対して,ヨ ーロッパ

の対応の仕方は,よ ごれを制圧 しようとする強い意思

を感 じさせる知恵と技の体系である。それは,さ らに

管理の体系 としての衛生 と直結するように見える。だ

が,当 のヨーロッパの人にとっては,そ れが当然ある

べ き感覚であることも事実だ。日本の洗濯機は湯が出

ないか ら,鍋 で水を沸かして洗濯槽に入れる,と いう

ドイツ人女性がいる。彼女にとっては,水 ではやはり

きれいになった気が しないのである。

幅

村祭 りの風景(オ ース トリア)【 森明子撮影】
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